
令和元年12月の１人１日当たりの家庭系ごみ
排出量(資源化物･水銀含有ごみを除く)＝

534
令和７年度
(2025)
までの
減量目標
480グラムu平成31年４月〜令和元年12月の排出量累計から算出

環境都市推進課
☎(888)5706

みんなで
ごみ減量

歯周病は細菌による感染症です！ 早めの治療を！
日
本
歯
科
医
師
会

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢よ
坊
さ
ん
｣

歯周病は歯ぐきに炎症を起こし、さらには歯を支える骨まで溶
かす病気です。感染しても無症状のこともあるため、痛くないか
らと油断せず早めに治療しましょう。保健予防課☎(883)1178

第１･第３金曜日発行 2020(令和２)年２月７日号 No.1954

４ 秋田市スポーツ賞
６ 市役所からのお知らせ

２ 市長コラム

12 育児／情報チャンネルa

３ 国勢調査員を募集！

除排雪のお問い合わせはコールセンターへ☎(888)9400(午前８時〜午後８時)
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事
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月
12
日
)



市長コラム

秋田市長 ● 穂積 志(もとむ)

帰
っ
て
き
た｢

寅
さ
ん｣

◆市長の動向などは、市ホームページでお伝えしています。https://www.city.akita.lg.jp

今年の市政も穏やかにスタート。写真は１月19日に
行われた金足地区コミュニティセンターの竣工式で。
金足西小学校のみんながヤートセを披露しました！

　
令
和
で
迎
え
た
初
め
て
の
お
正
月
、

雪
の
少
な
い
穏
や
か
な
幕
開
け
で
し

た
。
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お
過
ご

し
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
こ
の
正

月
休
み
、
シ
リ
ー
ズ
第
50
作｢

男
は
つ

ら
い
よ 

お
帰
り 

寅
さ
ん｣

を
鑑
賞
し

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
多
く
の｢

寅
さ
ん｣

を
見

て
き
て
い
ま
す
が
、
冒
頭
の｢

チ
ャ
〜

ン
、
チ
ャ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ー
ン
〜｣

と

あ
の
独
特
の
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
て
く
る

だ
け
で
、
親
し
み
や
懐
か
し
さ
が
一
緒

に
な
っ
た
よ
う
な
ホ
ッ
コ
リ
し
た
気
持

ち
で
満
た
さ
れ
、
次
の
展
開
へ
の
期
待

で
胸
が
ふ
く
ら
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
寅
さ
ん
の
映
画
を
見
た
そ
の
時
々

の
自
分
の
心
象
風
景
や
記
憶
な
ど
も
よ

み
が
え
っ
て
き
て
、
胸
が
熱
く
な
り
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
寅

さ
ん
の
口
上
や
表
情
か
ら
は
、
と
も
す

れ
ば
世
知
辛
い
世
の
中
で
、
何
か
私
た

ち
が
失
い
か
け
て
い
る
人
情
味
や
下
町

の
温
か
さ
、
お
お
ら
か
さ
と
い
っ
た
よ

う
な
も
の
が
に
じ
み
で
て
い
て
ち
ょ
っ

と
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。
心
の
ど

こ
か
に
棲す

み
つ
い
て
い
た
古
い
友
人
に

会
っ
た
感
じ
で
す
。
渥
美 

清
さ
ん
が

亡
く
な
っ
て
23
年
が
経
つ
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
、
今
で
も
そ
ば
に
い
る
よ
う
で

し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
が
織
り
な
す

物
語
の
中
で
、
甥
の
満
男
の
小
学
校
の

運
動
会
に
寅
さ
ん
が
親
代
わ
り
に
参
加

す
る
こ
と
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
が
あ
り

ま
す
。
全
員
が
満
男
に
対
す
る
思
い
や

り
に
溢あ

ふ

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
彼
の
気

持
ち
と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
交
錯
す
る

シ
ー
ン
が
あ
り
、
登
場
人
物
の
複
雑
な

表
情
な
ど
は
と
て
も
鮮
や
か
に
映
し
出

さ
れ
て
い
て
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
う
い
っ
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
絆
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
一
方
で
余

計
な
お
世
話
、
お
せ
っ
か
い
と
も
捉
え

ら
れ
、
と
き
に
は
煩

わ
ず
ら

わ
し
い
と
感
じ
る

風
潮
も
あ
り
ま
す
。
若
い
頃
は
特
に
そ

う
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

人
間
は
き
っ
と
ど
こ
か
で
人
と
つ
な

が
っ
て
い
な
い
と
、
不
安
や
孤
独
を
抱

え
込
ん
で
し
ま
う
生
き
物
で
は
な
い
か

と
今
で
は
思
い
ま
す
。

　
秋
田
市
の
郊
外
に
は
、
ま
だ
の
ど
か

な
田
園
風
景
が
残
っ
て
い
ま
す
。
先
月
、

金
足
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

竣
工
を
迎
え
、
多
く
の
地
元
の
か
た
が

出
席
し
、
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
金
足
西
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る｢

ど
じ
ょ
っ
こ
ふ
な
っ
こ｣

を
ア

レ
ン
ジ
し
た
ヤ
ー
ト
セ
を
は
じ
め
、
披

露
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
会
場
が

一
体
と
な
り
盛
り
上
げ
る
様
子
に
、
地

元
愛
、
絆
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
、
私

も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
絆
が
つ
な
ぐ
物
語
、
寅
さ
ん
の
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
、
ま
さ
に
男
は
つ
ら
い
よ

ら●

●

●

し
い
演
出
で
し
た
。
私
の
心
の
中
で

は
、
新
春
の
空
に
凧た

こ

が
揚
が
る
日
本
の

原
風
景
の
シ
ー
ン
に
重
ね
て
、
い
つ
も

の
よ
う
に
腹
巻
き
に
上
着
を
は
お
り
、

ト
ラ
ン
ク
を
ぶ
ら
下
げ
た
寅
さ
ん
が
歩

い
て
い
く
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
あ
の

メ
ロ
デ
ィ
と
と
も
に
。

２



３ 広報あきた　2020年２月７日号

◆
国
勢
調
査
員
の
仕
事

８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬
▼

調
査
員
の
事
務
打
ち
合
わ

せ
会
へ
の
出
席
(約
２
時
間
30
分
)

９
月
中
旬
▼

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
用
ID
と
調
査
票

を
担
当
の
各
世
帯
へ
配
布

10
月
上
旬
▼

配
布
し
た
調
査
票
の
回
収

10
月
下
旬
▼

指
定
さ
れ
た
日
時
に
調
査
関
係
書
類
を

市
に
提
出

◆
応
募
要
件
(す
べ
て
を
満
た
す
か
た
)

①
原
則
20
歳
以
上
で
、
調
査
に
責
任
を
も
っ
て
協
力

で
き
る
か
た

②
調
査
内
容
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
か
た

③
警
察
や
選
挙
、
暴
力
団
な
ど
の
反
社
会
的
勢
力
に

関
係
の
な
い
か
た

④
秋
田
市
、
ま
た
は
市
内
の
調
査
が
可
能
な
秋
田
市

近
郊
に
住
ん
で
い
る
か
た

◆
調
査
員
の
報
酬

一
つ
の
調
査
区
(約
50
〜
70
世
帯
)あ
た
り
約
３
万

６
千
円
(受
け
持
つ
調
査
区
の
世
帯
数
に
よ
っ
て
変

動
)で
、
調
査
区
は
２
つ
ま
で
受
け
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す

◆
応
募
期
限
(先
着
順
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
)

令
和
２
年
７
月
上
旬
(市
の
統
計
調
査
を
初
め
て
行

う
か
た
は
面
接
を
行
い
ま
す
)

◆
応
募
方
法

電
話
に
よ
る
応
募
▼

情
報
統
計
課
調
査
統
計
担
当

へ
。
☎
(８
８
８
)５
４
７
０

パ
ソ
コ
ン
･携
帯
電
話
･ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

応
募
▼

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(広
報
ID
番
号
 １
０
２
２

９
５
１
)に
あ
る
｢秋
田
市
電
子
申
請
･届
出
サ
ー
ビ

ス
｣に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い

市
立
秋
田
総
合
病
院
で
は
、
新
病
院
棟
の
建
設
工

事
に
伴
い
、
２
月
10
日
(月)
午
前
７
時
か
ら
駐
車
場
の

利
用
方
法
と
敷
地
内
の
通
行
ル
ー
ト
が
変
わ
り
ま

す
。
ご
来
院
の
際
は
、
場
内
の
案
内
に
従
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

あなたも
国勢調査員に
なりませんか

今
年
10
月
１
日
、
国
勢
調
査
が
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む
す
べ

て
の
人
と
世
帯
(外
国
人
を
含
む
)を
対
象
と
す
る
国

の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
、
国
内
の
人
口
や
世
帯

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
５
年
に
１
度
行
わ

れ
ま
す
。
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
福
祉

施
策
や
生
活
環
境
整
備
、
災
害
対
策
な

ど
、
日
本
の
未
来
を
つ
く
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
計
画
策

定
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

秋
田
市
で
は
、
市
内
を
約
２
千
400
の

調
査
区
に
分
け
て
、
そ
こ
に
お
住
ま
い

の
各
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
を
行
う
、

｢国
勢
調
査
員
｣を
募
集
し
て
い
ま
す
。

正
確
な
調
査
を
行
う
た
め
、
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
８
月
31
日
(月)
〜
10
月
30
日
(金)
の
２
か
月
間
、
調
査
員
は
総
務

大
臣
が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

 

 

　

　

市立秋田総合病院
☎(823)4171

２
月
10
日
(月)
か
ら
駐
車
場
の

利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す

◆
東
側
の
立
体
駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
す

◆
第
１
駐
車
場
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

◆
病
院
へ
の
送
迎
は
、
西
側
か
ら
の
み
の
一

方
通
行
ル
ー
ト
と
な
り
、
東
側
か
ら
の
通

行
は
で
き
な
く
な
り
ま
す

◆
左
折
の
入
退
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

立体駐車場完成図

問い
合わせ

情
報
統
計
課
調
査
統
計
担
当

☎
(８
８
８
)５
４
７
０

問い合わせ
市立秋田
総合病院



普
及
振
興
賞
】
選
手
の
育
成
や
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
な
ど
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た

■
競
技
団
体
推
薦

沓
澤
芳
子
(秋
田
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
協
会
副
会
長
)、
小
玉
和
夫
(秋

田
市
軟
式
野
球
連
盟
副
会
長
)、
和

泉
幸
夫
(秋
田
市
弓
道
連
盟
会
長
)

■
地
区
体
育
協
会
推
薦

高
橋
弘
平
(中
通
地
区
体
育
協
会
副

会
長
)、
小
野
忠
征
(旭
南
茨
島
地
区

体
育
協
会
理
事
)、
伊
藤
照
実
(寺
内

小
学
区
体
育
協
会
副
会
長
)、
工
藤

洋
一
(勝
平
地
区
体
育
協
会
顧
問
)、

大
川
慎
吾
(飯
島
地
区
体
育
協
会
副

会
長
)

普
及
活
動
賞
】
体
育
･ス
ポ
ー
ツ

の
育
成
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

■
競
技
団
体
推
薦

山
﨑
幸
介
(秋
田
市
水
泳
協
会
理
事
)

■
地
区
体
育
協
会
推
薦

伊
藤
正
勝
(戸
島
地
区
体
育
協
会
副

会
長
)、
水
野
徳
子
(広
面
地
区
体
育

協
会
理
事
)、
今
野
 勉
(大
住
学
区

体
育
協
会
常
任
理
事
)、
佐
藤
孝
広

(旭
川
地
区
体
育
協
会
理
事
長
)、
土

田
 一
(港
北
地
区
体
育
協
会
副
会

長
)、
中
川
弘
美
(泉
学
区
体
育
協
会

副
会
長
)、
能
登
屋
 学
(土
崎
南
小

地
区
体
育
協
会
副
理
事
長
)

栄
光
賞
】
国
体
や
全
国
高
校
総
体

な
ど
の
全
国
大
会
で
、
３
位
以
上

の
成
績
を
収
め
ま
し
た

陸
上
競
技
▼

杉
本
賢
真
(秋
田
高
)　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
▼

土
佐
千
乃
(聖
霊

女
子
短
大
付
属
高
)、
安
部
慶
輝

(秋
田
緑
ヶ
丘
病
院
)、
聖
霊
女
子
短

大
付
属
高
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、
秋

田
県
成
年
女
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
チ

ー
ム
、
秋
田
県
成
年
男
子
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
チ
ー
ム

レ
ス
リ
ン
グ
▼

藤
原
颯
人
(秋
田
商
業

高
)、
吉
川
航
平
(秋
田
商
業
高
教

諭
)、
菊
地
 憲
(Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
秋

田
)、
門
間
順
輝
(秋
田
市
消
防
本
部
)

柔
道
▼

鈴
木
清
也
(秋
田
明
徳
館

高
)、
小
坂
龍
河
･徳
原
龍
伸
･堀
部

百
々
花
(以
上
秋
田
工
業
高
等
専
門

学
校
)、
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校

柔
道
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
▼

秋
田
工
業
高
等
専

門
学
校
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

秋
田
県
成
年

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
　

優
秀
賞
】
栄
光
賞
以
外
の
全
国
大

会
で
、
３
位
以
上
の
成
績
を
収
め

ま
し
た

レ
ス
リ
ン
グ
▼

佐
藤
杏
樹
(秋
田
北

中
)、
成
田
竜
也
(秋
田
県
体
育
協
会
)

水
泳
▼

髙
橋
 凛
(城
東
中
)

【

【【

【

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
か
た
や
各
種

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
か
た
に
、
一
般
財
団
法
人
秋
田
市
体
育
協
会

か
ら
贈
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
は
162
人
、
19
団
体
の
み
な
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
一
般
財
団
法
人
 秋
田
市
体
育
協
会
☎
(８
９
６
)５
３
３
１

４

ス
ポ
ま
る

は
ず
む
！

ス
ポ
ー
ツ
都
市

▼

以
下
敬
称
略
　
▼

( )内
は
所
属
団
体
ま
た
は
学
校
名

▼

重
複
受
賞
し
て
い
る
場
合
、
記
載
を
省
略
し
て
い
ま
す

同
連
盟
な

ど
の
役
員
を

長
年
務
め
、

国
体
の
監
督

と
し
て
優
秀
な
選
手
を
輩
出
す

る
な
ど
、
組
織
の
充
実
･発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
市
銃
剣
道
連
盟
参
与

久
保
田
次
雄
さ
ん

■
競
技
団
体
推
薦

■
地
区
体
育
協
会
推
薦

｢世
界
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会
２
０
１
９
｣
の
女
子
ダ

ブ
ル
ス
日
本
代
表
と
し
て
、
見

事
な
活
躍
に
よ
っ
て
優
勝
に
輝

き
、
市
民
に
大
き
な
感
動
と
夢

を
与
え
ま
し
た
。

北都銀行バドミントン部

＊秋田市スポーツ賞の表彰式は２月７日(金)午後４時15分〜、秋田キャッスルホテルで、関係者のみで行います。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
貢
献
を
称�

�

え
て

同
連
盟
な

ど
の
役
員
を

長
年
務
め
、

ワ
ー
ル
ド
ゲ

ー
ム
ズ
秋
田
大
会
の
開
催
に
尽

力
す
る
な
ど
、
組
織
の
充
実
･発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
市
合
気
道
連
盟
会
長

矢
嶋
和
夫
さ
ん

同
協
会
な

ど
の
役
員
を

長
年
務
め
、

ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
講
師
や
ラ
ジ
オ
体
操
の
模

範
指
導
な
ど
を
通
し
て
、
組
織

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

港
北
地
区
体
育
協
会
会
長

浅
田
英
夫
さ
ん

同
協
会
な

ど
の
役
員
を

長
年
務
め
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
普
及
･指
導
に
あ
た

り
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

泉
学
区
体
育
協
会
常
任
顧
問

吉
田
尚
之
さ
ん

功
労
賞

■
秋
田
市
体
育
協
会
推
薦松本麻佑さん 永原和可那さん

特
別
栄
誉
賞

令
和
元
年
度
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

→



優
良
賞
】
障
が
い
の
あ
る
か
た

や
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
全
国

大
会
で
、
３
位
以
上
の
成
績
を
収

め
ま
し
た

卓
球
▼

菊
地
裕
子
、
吉
岡
今
子
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
▼

秋
田
県
特
体

連
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

奨
励
賞
】
小
学
生
が
全
国
大
会
で

３
位
以
上
、
小
･中
学
生
が
東
北
大

会
で
１
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
▼

伊
藤
煌
二
郎
(寺

内
小
)

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
▼

工
藤
彩
歩
(寺
内

小
)

武
術
太
極
拳
▼

鳩
岡
寛
斎
(桜
小
)

レ
ス
リ
ン
グ
▼

大
塚
翔
瑛
(大
住

小
)、
加
成
皐
介
(飯
島
小
)、
加
成

京
介
(秋
田
北
中
)、
鈴
木
彩
音
(城

南
中
)

体
操
競
技
▼

工
藤
 鈴
(港
北
小
)、
高

橋
紅
羽
(金
足
西
小
)、
藤
原
 華
(山

王
中
)

新
体
操
▼

佐
藤
ひ
な
た
(旭
川
小
)、

佐
々
木
陽
愛
(太
平
中
)

陸
上
競
技
▼

大
友
 樹
(山
王
中
)　

水
泳
▼

近
藤
テ
オ
(川
尻
小
)、
佐
々

木
優
歩
(飯
島
南
小
)、
伊
藤
竜
弥

(大
住
小
)、
小
倉
琉
花
(日
新
小
)、

鈴
木
大
斗
(桜
中
)、
伊
藤
大
智
(御

所
野
学
院
中
)、
金
田
凌
太
朗
(泉

中
)、
瀧
田
洸
宇
(泉
中
)、
近
藤
カ

エ
ラ
(山
王
中
)、
小
倉
佑
奈
(秋
田

西
中
)、
宮
﨑
夢
乃
(秋
田
東
中
)、

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
男
子

200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
秋
田

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
男
子
200
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
城
東
中

水
泳
部
女
子
400
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
チ

ー
ム
、
城
東
中
女
子
水
泳
部
、
泉
中

男
子
水
泳
部
、
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
秋
田
女
子
400
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
チ
ー
ム

ラ
イ
フ
ル
射
撃
▼

三
浦
寿
花
(牛
島

小
)

剣
道
▼

佐
藤
悠
月
(秋
大
附
属
中
)、

勝
平
中
女
子
剣
道
部
　

柔
道
▼

雄
武
館
山
中
道
場
　

ラ
グ
ビ
ー
▼

将
軍
野
    中
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部

【【

市の芸術･文化活動の推進に貢献された次のみなさん
へ、令和元年度秋田市文化団体連盟章をお贈りしまし
た。おめでとうございます。
【問】一般社団法人秋田市文化団体連盟☎(866)4026

広報あきた　2020年２月７日号５

華道桜月流家元、県華道連盟副会長として後

進の指導育成に努め、綜合いけばな展、各展示

会の開催に尽力されています。

華道部門

尺八演奏家の藤原道山さんによる尺八の演

奏を交えた講演会を行います。申し込みは、

電話かFAXで、氏名･連絡先を、一般社団法人秋田県芸術文

化協会へお知らせください。☎･FAX(835)3193

２月20日(木)午後１時30分〜３時
にぎわい交流館３階多目的ホール

日時

会場

｢音を生み出す力｣
〜伝統音楽の今と今後の展開〜

秋田県芸術文化振興大会入場無料
先着300人

上村周
� � �

峯
� �

(本名:周平)さん

秋田市書道会の展覧会部長、書人秋田会代表

として企画運営、後進の指導育成に努め、総合

美術展、各展覧会の開催に尽力されています。

美術部門(書道) 加藤了
� � �

楓
� �

(本名:邦彦)さん

秋田市謡曲三流同好会、秋田県および市喜多

流の役職を歴任、後進の指導育成に努め、邦楽合

同公演・県内外の公演開催に尽力されています。

邦楽部門(謡曲) 橋本久夫さん

生田流箏曲清絃会の会長補佐として後進の指

導育成に努め、古典芸能のつどい、各演奏会の

開催に尽力されています。

邦楽部門(箏曲) 足達孝
� �

賀
�

(本名:孝子)さん

茶道裏千家淡交会秋田支部の常任幹事、正教

授として後進の指導育成に努め、合同茶会、千

秋茶会などの開催に尽力されています。

茶道部門 坂野宗
� �

寿
� �

(本名:鈴子)さん

秋田市俳句人連盟の幹事として後進の指導育

成に努め、秋田市民文芸大会、各種大会に携わ

り、開催に尽力されています。

文芸部門(俳句) 竹下氣
�

平
� �

(本名:哲
� � �

)さん

藤原道山さん

◆令和元年度秋田市文化団体連盟章◆

→



　

１
月
か
ら
市
立
秋
田
総
合
病
院
の
循

環
器
内
科
に
、
不
整
脈
外
来
を
開
設
し

ま
し
た
。
不
整
脈
の
か
た
に
つ
い
て
、

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
的
な
治
療
を

行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
電
話

予
約
セ
ン
タ
ー
へ
事
前
に
ご
予
約
く
だ

さ
い
。
☎(

８
６
７)

７
４
８
９

外
来
時
間
▼

毎
週
木
曜
、
午
前
９
時
〜

午
後
３
時(

休
診
日
を
除
く)

●
問
い
合
わ
せ　

市
立
秋
田
総
合
病
院

☎(

８
２
３)

４
１
７
１

　

新
婚
夫
婦
と
こ
れ
か
ら
結
婚
予
定
の

カ
ッ
プ
ル
を
地
域
み
ん
な
で
応
援
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
協
賛
店
で
カ
ー
ド

を
提
示
す
る
と
、
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る｢

あ
き
た
結
婚
応
援
パ
ス

ポ
ー
ト
『
Ａア

イｉ
ｓス

キ

ッ

プ

ｋ
ｉ
ｐ
』｣

を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

交
付
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
秋
田
県

公
式
サ
イ
ト｢

い
っ
し
ょ
に
ね
っ
と
。｣

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
広
報
ID
番
号 

１
０
２
２
８
５
３

●
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
総
務
課

☎(

８
８
８)

５
６
８
７

　

｢

地
方
か
ら
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

生
み
出
す
仕
掛
け

〜
名
古
屋
に
お
け

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ･

エ
コ
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
と
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
〜｣

を
テ
ー
マ

に
、
㈱
Ｍ
Ｔ
Ｇ 

Ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｓ

代
表
取
締
役
の
藤
田 

豪
さ
ん(

右
写
真)

が
起
業
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
市
内
在
住
の
起
業
家
に
よ

る
起
業
事
例
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
。

　

受
講
無
料
。
詳
し
く
は
、
秋
田
市
創

業
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト｢

ア
キ
チ
ャ

レ｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s://w
w

w
.akitach

allen
ge.jp

対
象
▼

起
業
に
興
味
の
あ
る
か
た
や
起

業
後
間
も
な
い
か
た
な
ど　

日
時
▼

２
月
23
日
(日)
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
▼

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ
洋
室
４(

市
役
所

３
階)　

先
着
▼

50
人

申
し
込
み
▼

商
工
貿
易
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
７
２
９

　

障
が
い
の
あ
る
か
た
と
企
業
の
採
用

担
当
者
に
よ
る
就
職
面
接
会
で
す
。

日
時
▼

２
月
14
日
(金)
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

会
場
▼

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

３
階
グ
ラ
ン
デ
と
ジ
ュ
エ
ル

申
し
込
み
▼

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秋
田
専
門

支
援
部
門
へ
。
☎(

８
６
４)

４
１
１
１

部
門
コ
ー
ド
43
＃

　

令
和
２
年
度
に
、
市
民
が
自
主
的
に

実
施
す
る
、
芸
術･

学
術
に
関
す
る
公

演･

講
演
会
や
、
広
く
市
民
が
活
用
で

き
る
秋
田
市
に
関
す
る
研
究
成
果
の
刊

行
な
ど
の
文
化
事
業
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。
個
人･

団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

申
込
期
間
は
２
月
７
日
(金)
か
ら
３
月

６
日
(金)
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
広
報
ID
番
号 

１
０
０
２
４
１
６

●
問
い
合
わ
せ　

　

文
化
振
興
課
☎(

８
８
８)

５
６
０
７

＊ 

予
算
の
成
立
状
況
に
よ
り
内
容
変
更
あ
り
。

　

市
と
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
協
働

し
、
地
域
的･

社
会
的
課
題
の
解
決
を

め
ざ
す
公
益
的
な
事
業
の
提
案
を
募
集

し
ま
す
。
提
案
内
容
は
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン(

４
月
開
催
予
定)

を
行

い
、
そ
の
結
果
、
採
択
さ
れ
た
提
案

は
、
市
と
協
定
を
締
結
し
た
上
で
事
業

化
を
図
り
ま
す
。

　

提
案
の
手
引
き
と
応
募
書
類
の
様
式

な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
る
ほ
か
、
各
市
民
Ｓ
Ｃ
、
市
民

交
流
サ
ロ
ン(

ア
ル
ヴ
ェ
３
階)

で
配
布

し
ま
す
。

■
広
報
ID
番
号 

１
０
２
３
３
３
０

交
付
額
▼

事
業
に
直
接
要
す
る
経
費
に

つ
い
て
最
大
100
万
円

申
込
期
限
▼

３
月
27
日
(金)(

２
月
28
日
(金)

ま
で
に
参
加
表
明
書
の
提
出
が
必
要)

●
問
い
合
わ
せ　

中
央
市
民
Ｓ
Ｃ

☎(

８
８
８)

５
６
４
２

＊ 

予
算
の
成
立
状
況
に
よ
り
内
容
変
更
あ
り
。

市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

６

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

あ
な
た
が
描
く

秋
田
の
未
来
を
応
援
！

今
月
納
期
の
市
税

▼
固
定
資
産
税
第
４
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期

納
期
限
は
３
月
２
日
(月)
で
す
。
納
期
内

納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
税
課
☎(

８
８
８)

５
４
８
３

　

国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
４

２
月
11
日
(火)｢

建
国
記
念

の
日｣

は｢

家
庭
ご
み｣

と

｢
資
源
化
物｣

を
平
常
ど
お
り
収
集
し

ま
す
。
収
集
日
に
あ
た
っ
て
い
る
地
区

の
か
た
は
お
忘
れ
な
く
。
環
境
都
市
推

進
課
☎(

８
８
８)
５
７
０
９

芸
術･

学
術
に
関
す
る

文
化
事
業
に
助
成
し
ま
す

市
立
病
院
の
循
環
器
内
科

に
不
整
脈
外
来
を
開
設

起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す

障
が
い
者
就
職
面
接
会

(

き
ら
め
き
就
職
面
接
会)

ト

ご
利
用
く
だ
さ
い 

結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します。
秋田市ホームページ https://www.city.akita.lg.jp

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

｢広報ID番号｣をここに入力！



７　広報あきた　2020年２月７日号

　

｢

安
心
キ
ッ
ト｣

は
、
あ
ら
か
じ
め

ご
自
身
の
医
療
情

報
な
ど
を
書
い
た
安
心
カ
ー
ド
を
容
器

に
入
れ
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
こ
と

で
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
際
、
駆
け
つ
け

た
救
急
隊
員
が
初
期
対
応
を
迅
速
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
活
用
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
で
あ
れ
ば
、
年
齢
や
健
康

状
態
に
関
わ
ら
ず
無
料
で
配
布
し
て
お

り
、
現
在
は
市
内
１
万
３
千
世
帯
以
上

の
お
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎(

８
６
２)

７
４
４
５

　

図
書
館
に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
要
望
を
把
握
す
る
た
め
、
市
内
に

住
む
13
歳
以
上
の
か
た
の
中
か
ら
、
無

作
為
に
抽
出
し
た
１
千
人
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
か
た
へ
、
２
月
７
日

(金)
に
調
査
の
依
頼
文
書
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
３
月
６
日
(金)
ま
で
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
か

ら
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

ほ
く
と
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
明
徳
館
☎(

８
３
２)

９
２
２
０

　

古
着
を
再
利
用
す
る
た
め
の
ル
ー
ト

を
継
続
し
て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
た
め
、
現
在
、
市
役
所
本
庁
舎

１
階
で
行
っ
て
い
る
古
着
の
回
収
を
２

月
28
日
(金)
で
終
了
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ご

み
の
減
量
と
使
用
済
み
製
品
の
再
使
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
８
８)

５
７
０
６

　

市
で
は
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
購

入
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
１
世

帯
１
台
ま
で
、
補
助
率
は
購
入
費
の
２

分
の
１(

上
限
３
万
円)

。
購
入
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
広
報
ID
番
号  

１
０
２
０
９
６
４

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
８
８)

５
７
０
８

　

鎌
田 

潔 

副
市
長
の

任
期
満
了
に
伴
い
、

１
月
23
日
に
開
か
れ
た
秋
田
市

議
会
臨
時
会
で
、
議
会
の
同
意

を
得
て
、
鎌
田
副
市
長
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

発
令
は
１
月
28
日
付
け
、
任

期
は
４
年
で
す
。

鎌
田
副
市
長
が

再
任
さ
れ
ま
し
た

　昨年12月25日、市役所で令和元年度社会

福祉功労者･ボランティア功労者に対する厚

生労働大臣表彰の伝達式を行いました。い

ずれも、長年にわたる市の社会福祉推進へ

の功績が認められたものです。

　表彰を受けられたのは次の８人、２団体

のみなさんです。おめでとうございます。

民生委員･児童委員▶土肥良三さん、廣
嶋礼治さん
社会福祉事業従事者等▶佐藤博子さん
(障害者支援施設柳田新生寮介護支援
員)、齊藤悦子さん(養護(盲)老人ホーム
松峰園介護専門官)、佐々木洋美さん(特
別養護老人ホーム大平荘看護師)、平川
英勝さん(障害者支援施設竹生寮寮長)
福祉事務所等職員▶松嶋 努さん(秋田市
福祉事務所)

伊藤裕身子さん▶特別養護老人ホーム
で、女性利用者のヘアメイクを長年に
わたり継続して行っています
さくら草▶秋田県点字図書館を拠点と
し、音訳作業を長年にわたり継続して
行っています
つくしの会▶秋田県点字図書館を拠点
とし、点訳作業を長年にわたり継続し
て行っています

伝達式に出席されたみなさんと穂積市長

救
急
時
の
情
報
伝
達
に

役
立
つ｢

安
心
キ
ッ
ト｣

社
会
福
祉
功
労

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労

社
会
福
祉
へ
の
貢
献
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

問
い
合
わ
せ
▼
福
祉
総
務
課
☎(

８
８
８)
５
６
５
７

図
書
館
利
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

市
役
所
１
階
で
の
古
着
の

回
収
を
終
了
し
ま
す

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
で

ラ
ク
ラ
ク
！ 

生
ご
み
減
量



　

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
す
た
め
、
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
と
も
に
、
地

域
で
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う｢

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー｣

を
推

進
し
て
い
ま
す
。
乗
り
物
で
席
を
譲
っ

た
り
、
扉
の
開
け
閉
め
を
手
伝
っ
た
り

す
る
な
ど
、
誰
も
が
で
き
る
小
さ
な
気

遣
い
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
市
内
の
小
学
４
年

生
を
対
象
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
12
の
小
学

校
で
実
施
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

◆
多
機
能
ト
イ
レ
の
適
正
利
用
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

公
共
交
通
機
関
や
公
共
施
設
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
ト
イ
レ
は
、

車
い
す
の
か
た
や
介
助
が
必
要
な
か
た

な
ど
が
利
用
す
る
ト
イ
レ
で
す
。

　

一
般
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
か
た

は
、
多
機
能
ト
イ
レ
を
長
時
間
利
用
す

る
こ
と
を
控
え
る
な
ど
、
利
用
マ
ナ
ー

の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆｢

車
い
す
等
マ
ー
ク｣

の
駐
車
区
画
の

　
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

障
が
い
者
や
要
介
護
者
、
妊
産
婦
な

ど
に
利
用
者
証
を
交
付
し
、
駐
車
区
画

の
適
正
利
用
を
図
る｢

障
害
者
等
用
駐

車
区
画
利
用
制
度｣

を
実
施
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
利
用
マ
ナ
ー
向
上
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
管
理
者
の
か
た
は
、
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、｢

障
害
者

等
用
駐
車
区
画｣

の
設
置
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
秋
田
県
地
域･

家
庭
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎(

８
６
０)

１
３
４
２

　

各
手
当
は
認
定
基
準
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
支
給
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
い

ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

 【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

対
象
▼

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
中

程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
か
た

支
給
額(

月
額)

▼

１
級(

重
度)

…
５
万
２
千
200
円

２
級(

中
度)

…
３
万
４
千
770
円

 【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象
▼

20
歳
未
満
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
お
お
む
ね
１
級
程
度
か
療
育
手

帳
の
お
お
む
ね
Ａ
程
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
在
宅
の
お
子
さ
ん

支
給
額(

月
額)

▼

１
万
４
千
790
円

 【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象
▼

20
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
お
お
む
ね
１
〜
２
級
程
度
の
障
が

い
が
重
複
し
て
お
り
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
か
た

支
給
額(

月
額)

▼

２
万
７
千
200
円

＊ 

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お

持
ち
で
な
く
て
も
、
同
程
度
の
障
が

い
の
あ
る
か
た
は
対
象
で
す
。
た
だ

し
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
が
施
設
入

所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

◆�

特
別
児
童
扶
養
手
当･

障
害
児
福
祉

手
当･

特
別
障
害
者
手
当･

福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
か
た
へ

受
給
し
て
い
る
か
た
の
住
所
が
変
わ

る
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。　

◆�
特
別
障
害
者
手
当
を

　
受
給
し
て
い
る
か
た
へ

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
へ
入
所
し

た
場
合
や
、
病
院
、
老
人
保
健
施
設

な
ど
へ
継
続
し
て
３
か
月
を
超
え
る

入
院
を
し
た
場
合
は
、
受
給
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
受
給
し

て
い
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

☎(

８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

　

重
度
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
が
利
用
し
て
い
る
、｢

通
院
用

タ
ク
シ
ー
利
用
券｣

を
更
新
す
る
申
請

書
を
２
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
書
い
て
、
２
月
28
日
(金)
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
利
用
券

は
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
、
申
請
書
が

届
か
な
い
か
た
や
新
た
に
利
用
し
た
い

か
た
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
福
祉
課
☎(

８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

対
象
▼｢

内
部
機
能
障
害
１
級｣｢

肢
体
不

自
由
の
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１

〜
３
級｣｢

視
覚
障
害
１
〜
３
級｣

の
い

ず
れ
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
在
宅
の
か
た

＊ 

入
院･

施
設
入
所
中
の
か
た
は
対
象

外
で
す
。
ご
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
場
所
▼

市
役
所
１
階
障

が
い
福
祉
課
、
各
市
民
Ｓ
Ｃ(

中
央･

東

部･

南
部
別
館
を
除
く)

＊
左
記
宛
先
へ
郵
送
も
で
き
ま
す
。

　

〒
０
１
０-

８
５
６
０

　
　

秋
田
市
役
所
障
が
い
福
祉
課

令和２年１月１日現在〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉(�)内は前月比

�【人口】305,625人(-295)…男▶144,125人(-122)／女▶161,500人(-173)
����������12月分…出生▶140人／死亡▶343人／転入▶444人／転出▶536人

＊１年前の人口▶307,940人
�【世帯】136,628世帯(-141) ８

一
人
一
人
の
思
い
や
り
で

｢
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー｣

を

各
種
手
当
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

身
体
障
が
い
者
の
通
院
用

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
更
新

【利用証】

車いす使用者用
(青色)

車いす使用者以外用
(緑色)

市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

バ
リ
ア
フ
リ
ー

教
室
の
様
子

バ
リ
ア
フ
リ
ー

教
室
の
様
子



９　広報あきた　2020年２月７日号

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス(

子
宮

頸
が
ん
予
防)

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
接
種
後
に
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関

係
を
否
定
で
き
な
い
副
反
応
が
特
異
的

に
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
25

年
６
月
の
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
基
づ

き
、
秋
田
市
で
は
、
積
極
的
な
接
種
勧

奨
を
一
時
的
に
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
接
種
を
中
止
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る

か
た
は
委
託
医
療
機
関
で
の
接
種
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
広
報
ID
番
号 

１
０
０
５
５
７
９

対
象
▼

12
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
初
日
か
ら
16
歳
と
な
る
日
の
属
す
る

年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
女
子

＊�

接
種
す
る
場
合
、
医
師
と
よ
く
相
談

し
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
リ
ス
ク

を
理
解
の
上
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
９

　

医
療
機
関
で
受
け
る
、
大
腸
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
各
検
診

と
、
お
と
な
の
歯
科
健
診
は
２
月
末
で

終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
は

３
月
上
旬
で
終
了
し
ま
す
。

　

実
施
医
療
機
関
や
料
金
な
ど
、
詳
し

く
は｢

秋
田
市
の
健
診
ガ
イ
ド｣

ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
広
報
ID
番
号 

１
０
０
５
３
８
１

対
象(

年
齢
は
３
月
ま
で
に
迎
え
る
誕

生
日
当
日
の
年
齢)

大
腸
が
ん
検
診
▼

40
歳
以
上
の
か
た

前
立
腺
が
ん
検
診
▼

50
歳
以
上
の
男
性

子
宮
頸
が
ん
検
診
▼

20
〜
39
歳
の
女
性

ま
た
は
40
歳
以
上
で
偶
数
歳
の
女
性

お
と
な
の
歯
科
健
診
▼

30･

40･

50･

60･

70

歳
の
か
た

乳
が
ん
検
診
▼

40
歳
以
上
で
偶
数
歳
の

女
性

＊�

秋
田
市
国
保
加
入
者
は
、
お
と
な
の

歯
科
健
診
以
外
は
無
料
で
す
。
受
診

の
際
は
、
保
険
証
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
予
防
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
６

　

４
月
１
日
(水)
か
ら
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
秋
田
支
店
の
公
金
収
納
業
務
を
廃

止
し
ま
す
。
税
金
な
ど
の
支
払
い･

振

り
込
み
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
水
道
料
金
の
口
座
振
替
は

引
き
続
き
ご
利
用
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

会
計
課
☎(

８
８
８)

５
７
７
６

医
療
機
関
で
受
け
る
検
診

が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

商
工
組
合
中
央
金
庫
秋
田

支
店
の
公
金
収
納
を
廃
止

■
平
成
30
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況

　

秋
田
市
の
要
介
護･
要
支
援
認
定
者
数

は
、
昨
年
の
３
月
末
で
１
万
９
千
749
人
で

し
た
。
そ
の
割
合
は
、
市
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
約
９
万
５
千
人
に
対
し
、
ほ

ぼ
５
人
に
１
人
。
そ
れ
に
伴
い
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
も
年
々
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
に
、
秋
田
市
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
た
お
金(

給
付
費)

は
約

272
億
２
千
500
万
円
で
、
29
年
度
に
比
べ
て
約

５
千
200
万
円
増
え
ま
し
た
。

　

給
付
費
の
内
訳
は
左
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
介
護
保
険
の
財
源
は
、
半
分
を
公

費(

税
金)

で
、
残
り
半
分
を
第
一
号
被
保
険

者(

65
歳
以
上)

の
保
険
料(

23
％)

と
第
二
号

被
保
険
者(

40
〜
64
歳)

の
保
険
料(

27
％)

で

負
担
し
て
お
り
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法
の
ご
確
認
を

■

保
険
料
が
特
別
徴
収(

年
金
か
ら
引
き
落
と

し)

の
か
た
で
も
、
次
の
場
合
は
、
一
時
的

に
普
通
徴
収(

窓
口
納
付)

に
な
り
ま
す
。

▼

年
間
保
険
料
の
減
額 

▼

年
度
の
途
中
で
65

歳
を
迎
え
た 

▼

他
市
町
村
か
ら
の
転
入 

▼

年
金
の
一
時
差
し
止
め 

な
ど

■

高
齢
の
か
た
は
、
納
付
方
法
が
引
き
落
と

し
か
ら
窓
口
納
付
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
気

づ
か
ず
、
納
め
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
家
族
も
納
付
方
法
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆保険料はみなさんが利用する介
護サービスの総費用に応じて決
まり、利用料が増えれば保険料
も増える仕組みです。

平成 30 年度〜令和２年度の介護保険料

秋田市で必要な介護サービスの総費用
×

65歳以上のかたの負担分(23％)
÷

秋田市内に住む 65 歳以上のかたの人数

年額 74,784 円
＝

秋田市の第一号被保険者の
介護保険料基準額算出方法

介護サービス給付費の内訳

問
い
合
わ
せ
は
介
護
保
険
課
へ

介
護
サ
ー
ビ
ス
概
要
▼

☎(
８
８
８)

５
６
７
４

介
護
保
険
料
の
納
付
▼

☎(

８
８
８)
５
６
７
２



市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

消
費
活
性
化
策
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
や
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康

保
険
証
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
最
新
事
情
を
お
知
ら
せ
す
る
説
明
会

を
各
地
区
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。
参
加

無
料
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

　

ま
た
、
当
日
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
場
合
、
説
明
会
終
了
後
に

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
に
必
要
な｢

マ

イ
キ
ー
ID｣

を
会
場
で
設
定
で
き
ま
す
。

＊�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
仕
組
み
な
ど
詳

し
く
は
、
広
報
あ
き
た
１
月
17
日
号

17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
説
明
会
の
会
場
と
日
時

北
部
市
民
Ｓ
Ｃ
１
階
地
域
文
化
ホ
ー
ル

▼

２
月
25
日
(火)
午
後
２
時
〜
３
時

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
３
階
大
会
議
室

▼

２
月
26
日
(水)
午
前
10
時
〜
11
時

南
部
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階
地
域
文
化
ホ
ー
ル

▼

２
月
27
日
(木)
午
前
10
時
〜
11
時

河
辺
市
民
Ｓ
Ｃ
３
階
地
域
文
化
ホ
ー
ル

▼

３
月
４
日
(水)
午
前
10
時
〜
11
時

雄
和
市
民
Ｓ
Ｃ
２
階
地
域
文
化
ホ
ー
ル

▼

３
月
５
日
(木)
午
前
10
時
〜
11
時

東
部
市
民
Ｓ
Ｃ
１
階
地
域
文
化
ホ
ー
ル

▼

３
月
６
日
(金)
午
前
10
時
〜
11
時

●
問
い
合
わ
せ　

　

情
報
統
計
課
☎(

８
８
８)

５
４
８
５

　

都
市
計
画
決
定
後
、
長
期
未
着
手
の

川
尻
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
見
直

し
方
針
を
ま
と
め
た｢

川
尻
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
施
行
区
域
見
直
し
評
価

カ
ル
テ(

原
案)｣

に
関
す
る
意
見
を
募

集
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
個

人
情
報
を
除
き
、
原
則
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

資
料
閲
覧
場
所
▼

市
役
所
４
階
都
市
計

画
課
、
１
階
市
民
の
座
、
各
市
民
Ｓ

Ｃ
、
駅
東
Ｓ
Ｃ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
広
報
ID
番
号 

１
０
２
３
１
６
７

意
見
の
提
出
▼

資
料
閲
覧
場
所��

に
あ
る

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
都
市
計

画
課
窓
口
に
直
接
お
持
ち
に
な
る
か
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
期
間

は
２
月
10
日
(月)
か
ら
３
月
９
日
(月)
ま
で

で
す
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０�

秋
田
市
役
所
都

市
計
画
課�

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
７
６
３

Ｅ
メ
ー
ル�ro-urim

@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ　

　

都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

　

①
②
と
も
応
募
資
格
は
、
市
内
在
住

で
、
20
歳
以
上
の
か
た(

秋
田
市
の
ほ
か

の
審
議
会
な
ど
の
委
員
、
国･

地
方
公

共
団
体
の
議
員
や
常
勤
職
員
を
除
く)

。

① 

秋
田
市
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

行
動
計
画
推
進
委
員
会
の
公
募
委
員

　

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ(

高

齢
者
に
や
さ
し
い
都
市)

の
取
り
組
み

を
進
め
る
た
め
設
置
し
て
い
る
行
動
計

画
推
進
委
員
会
で
、
計
画
の
進
捗
管
理

な
ど
に
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
任
期
は
４
月
か
ら
３
年

間
、
募
集
定
員
は
２
人
以
内
。
委
員
会

は
、
平
日
の
日
中
に
約
２
時
間
、
毎
年

度
２
〜
４
回
程
度
。
報
酬
あ
り
。

申
込
書
の
配
布
場
所
▼

市
役
所
２
階
長

寿
福
祉
課
、
１
階
市
民
の
座
、
各
市
民

Ｓ
Ｃ(

中
央･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅

東
Ｓ
Ｃ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
広
報
ID
番
号 

１
０
２
３
４
１
８

応
募
方
法
▼｢

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
提
言｣

を
テ
ー

マ
に
し
た
800
字
程
度
の
作
文
を
申
込
書

に
添
え
、
２
月
28
日
(金)
ま
で
に
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
ま
た
は
直
接
提
出
の
い
ず

れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０�

　

秋
田
市
役
所
長
寿
福
祉
課

Ｅ
メ
ー
ル�ro-w

flg@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ　

　

長
寿
福
祉
課
☎(

８
８
８)

５
６
６
６

②
都
市
計
画
審
議
会
の
住
民
委
員

　

土
地
利
用
の
ル
ー
ル
や
、
道
路･

公

園
な
ど
、
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項

を
調
査･

審
議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
任
期
は
４
月
か
ら
２
年
間
、
募

集
定
員
は
男
女
各
２
人
。
審
議
会
は
、

平
日
の
日
中
に
約
２
時
間
、
年
３
回
程

度
。
報
酬
あ
り
。

申
込
書
の
配
布
場
所
▼

市
役
所
４
階
都

市
計
画
課
、
１
階
市
民
の
座
、
各
市
民

Ｓ
Ｃ
、
駅
東
Ｓ
Ｃ
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
広
報
ID
番
号 

１
０
２
３
１
５
２

応
募
方
法
▼｢

秋
田
市
の
こ
れ
か
ら
の
都

市
計
画(

ま
ち
づ
く
り)

を
考
え
る
視
点

に
つ
い
て｣

を
テ
ー
マ
に
し
た
800
字
以
内

の
作
文
を
申
込
書
に
添
え
、
２
月
10
日

(月)
か
ら
25
日
(火)(

必
着)

ま
で
に
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
提
出

の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０�

秋
田
市
役
所
都

市
計
画
課�

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
７
６
３

Ｅ
メ
ー
ル�ro-urim

@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ　

　

都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

　

差
別
や
い
じ
め
な
ど
で
お
困
り
の
か

た
は
、｢

み
ん
な
の
人
権
110
番｣

へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０(

平
日)

◆

　

令
和
２
年
１
月
１
日
付
け
で
、
秋
田

市
で
は
次
の
か
た
が
、
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱(

再
任)

さ
れ
ま

し
た
。

■
長
谷
部
正
直
さ
ん
、
伊
藤
順
子
さ
ん

10

原
案
に
対
す
る
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度

な
ど
の
説
明
会
を
開
催

委
員
会
や
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

差
別
や
い
じ
め
の
相
談
は

｢

み
ん
な
の
人
権
110
番｣

へ

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します。
秋田市ホームページ https://www.city.akita.lg.jp

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

サイト内検索 よくある質問検索 広報 ID 検索

｢広報ID番号｣をここに入力！



中
止
に
な
り
ま
し
た
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時間は9:45〜11:00。０〜５歳の親
子が対象です。詳しくは、各保育所
(太字)へお問い合わせください。
２月12日(水)▶川添☎(886)2139
２月13日(木)▶河辺☎(882)3056
２月13日(木)▶雄和中央☎(886)2595
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　

卸売市場の仲卸業者である株式会社
松紀が、初競りで競り落とした、野
菜や果物をのせた縁起ものの宝船
を、同社のご厚意により、公立保育
所にご寄贈いただきました。ありが
とうございました！ 

子ども育成課☎(888)5692

平日勤務などで、妊娠届の窓口であ
る｢秋田市版ネウボラ｣(八橋の市保健
所内２階)へ来所が難しい妊婦さんの
ために、土曜窓口を開設します(要予

約)。面接(20分程度)した妊婦さんに
お祝いのプチギフトを進呈します。
妊婦さんの対象▶①妊娠届を提出する
かた、②ネウボラ以外で妊娠届を提
出したかた、または転入したかた
開設日時▶２月22日(土)9:00〜12:00　
申込▶秋田市版ネウボラ(子ども健康
課内)☎(883)1175

妊婦さんや就学前のお子さんがいる
ご家庭を対象に、子育ての悩みや保
育所入所などの相談に応じます。
★会場と相談日(時間は10:00〜12:00)
中央子育て交流ひろば▶２月18日(火)
北部子育て交流ひろば▶２月26日(水)
雄和子育て交流ひろば▶３月３日(火)
河辺子育て交流ひろば▶３月４日(水)
問▶子ども未来センター☎(887)5340

太字の( )内はお子さんの対象
です。問い合わせ先の◎は、
各地区の主任児童委員さんの印。
◆さくらっこクラブ(就園前)　
２月14日(金)、３月６日(金)、10:00
〜12:00、桜児童センターで。
問▶◎西川さん☎090-5235-3120
◆あおぞらキッズ(就学前)　
２月16日(日)、３月22日(日)、10:00
〜11:30、外旭川児童センターで。
問▶◎斉藤さん☎(868)5301

◆ほっと広場(０〜５歳)　
２月17日(月)、３月２日(月)･９日
(月)、10:00〜11:30、広面児童館
で。保険料１家族各50円。
問▶HOTの会の堀江さん☎(837)0584
◆泉のすこやか学級(就園前)　
２月18日(火)、３月３日(火)、10:00
〜11:30、泉児童センターで。年会
費200円。
申込▶◎柴田さん☎090-7668-7217
◆チャイルド中通(就園前)
２月18日(火)･25日(火)、３月３日
(火)･10日(火)、10:00〜11:30、中
通児童館で。
問▶◎高橋さん☎090-2982-0427
◆築山きりんクラブ(就学前)　
２月19日(水)10:00〜11:30、築山
児童センターで。
問▶◎狩野さん☎090-4311-7555
◆おおすみキッズ(就学前)　
２月20日(木)、３月12日(木)、10:00
〜12:00、大住児童館で。
問▶◎小松さん☎(839)5189
◆東きらきらくらぶ(就園前)　
２月25日(火)、３月10日(火)、10:00
〜12:00、東地区コミュニティセン
ターで。
問▶◎佐藤さん☎(834)6289
◆川尻ちびっこ広場(就園前)　２月
25日(火)、３月10日(火)、10:00〜
11:30、川尻地区コミュニティセン
ターで。問▶加賀屋さん☎(823)0561

育
児
コ
ー
ナ
ー
！

地域で育児 ★ ★

＊スペースの都合などにより、｢育児コーナー｣に掲載依頼があったすべてを掲載できない場合があります。ご了承ください。

保育所開放であ･そ･ぼ♪

ネウボラの土曜窓口を開設

子育てナビゲーターの巡回相談
おいしい宝船いただきました！



やってみよう！ スパイスアート(木の
実を使ったアレンジ講座)。
対象▶就学前のお子さんがいる保護者
日時▶２月17日(月)10:30〜11:30　
会場▶河辺子育て交流ひろば　
先着▶８人　
申込▶２月10日(月)10:00から河辺子
育て交流ひろば☎(882)5146

対象▶就学前のお子さんがいる保護者
(お子さんもご一緒に)　日時▶２月25
日(火)10:30〜11:30　会場▶雄和市
民SC２階洋室２　定員▶５組　
申込▶２月12日(水)9:00から雄和子育
て交流ひろば☎(886)5530

牛乳パックでおおかみパペット作り。
対象▶就学前のお子さんと保護者
日時▶３月８日(日)10:30〜11:30
会場▶子ども広場(フォンテAKITA６
階)　定員(抽選)▶10組
申込▶Eメールで、保護者の氏名、電
話番号とお子さんの氏名･年齢(月齢)
を、２月29日(土)までに、子ども広場
へお知らせください。☎(893)6075
Ｅメール hirobaomocyaws@gmail.com

対象▶生後２〜６か月のお子さんと初
めて育児をしている母親　日時▶３月
11日(水)10:00〜11:00　会場▶北部
市民SC２階和室２･３　先着▶10組　
申込▶２月13日(木)9:30から北部子育
て交流ひろば☎(893)5985

会場は、八橋の市保健センター(③
のみ八橋の市保健所２階ほっとルー
ム)。申し込みは子ども健康課へ。

☎(883)1174･1175
①産後のママトーク　助産師を囲ん
で、育児についておしゃべり♪ 
対象▶産後６か月頃までの母親(お子
さんもご一緒に)　日時▶２月17日
(月)10:00〜11:30　先着▶10組
②乳幼児の育児相談　保健師、栄養
士、歯科衛生士による個別相談。

日時▶２月25日(火)9:00〜12:00　
先着▶３組
＊電話相談は随時応じています。
③プレママトーク　助産師を囲ん
で、育児についておしゃべり♪
対象▶妊娠35週頃までの妊婦さん　
日時▶２月28日(金)10:00〜11:00　　
④離乳食教室　
離乳食の進め方、試食、個別相談。｢初
期｣は調理実技、｢中期｣｢後期｣は食品
の調理法、歯の手入れ方法なども。　
＊太字の( )内は対象と定員(先着)。
初期離乳食(生後４〜５か月。40組)
３月２日(月)10:00〜12:00
中期離乳食(生後６〜７か月。40組)
３月３日(火)10:00〜12:00
後期離乳食(生後８〜11か月。40組)
３月９日(月)10:00〜12:00
申込開始▶２月19日(水)8:30から
⑤フッ化物塗布無料体験講座
歯科医師によるむし歯予防の講話と
公開相談。１歳以上の希望するお子
さんにフッ化物塗布体験も。
対象▶乳幼児と保護者　日時▶２月27
日(木)10:00〜11:30　先着▶30組
⑥歯ッピーバースデイ　歯みがき
レッスン、歯科衛生士などの話。
対象▶生後11か月〜１歳１か月のお
子さん　日時▶３月11日(水)10:00〜
11:30　先着▶25組

風邪や感染性の病気のときはご遠慮
ください。アンケートをお持ちでな
い場合は、子ども健康課(八橋の市保
健所)へお問い合わせください。
◆４･７･10か月児健康診査
対象▶４･７･10か月になった日から
それぞれ満５か月、満８か月、満11
か月になる前日までのお子さん
会場▶母子健康手帳別冊に記載した協
力医療機関
◆１歳６か月児健康診査
日時と会場▶右上表参照　持ち物▶母
子健康手帳、バスタオル、アンケー
ト(健診の前の月末に郵送します。事
前に記入してお持ちください)
◆３歳児健康診査　視力･聴覚検査は
自宅で行ってきてください。

日時と会場▶下表参照　持ち物▶母子
健康手帳、尿検査セット(尿を容器に
採って)、バスタオル、アンケート(健
診月の上旬までに郵送します。事前
に記入してお持ちください)
… 対象月を過ぎたお子さんでも、１

歳６か月児健診は２歳未満、３歳
児健診は４歳未満であれば受診で
きます。また、都合により他の地
区の日に受けることもできます。
詳しくはお問い合わせください

■旧秋田市の各地区　
受付時間▶12:45〜13:30　
会場▶市保健センター(八橋)　
対象▶１歳６か月児…平成30年８月
生まれの１歳７か月児、３歳児…平
成28年９月生まれの３歳６か月児
〈旧秋田市の対象地区と健診日〉

■河辺･雄和の各地区　
受付時間▶12:45〜13:30　
会場▶河辺総合福祉交流センター　
対象▶３歳児…平成28年７〜９月生
まれ　実施日▶３月17日(火)

13　広報あきた　2020年２月７日号

＊料金の記載がないものは無料です。＊申込方法がないものは直接会場へ。
＊文中｢SC｣はサービスセンターの略。

中央＝市役所２階、東部･南部･雄和＝各市民SC１階
西部･北部･河辺＝各市民SC２階

各子育て交流
ひろばの場所

育児コーナー！
笑顔がいいね

乳幼児健康診査
子ども健康課☎(883)1174

育児のこといろいろ♪

寺内･八橋･泉･保戸野･山王･川尻･
川元･旭南･旭北･高陽･大町･中通･
南通･楢山

１歳６か月児健診▶３月４日(水)
３歳児健診▶３月12日(木)

対象
地区

健診
日

旭川･外旭川･新藤田･濁川･添川･
山内･仁別･千秋･手形･蛇野･
手形山･東通･広面･柳田･下北手･
太平･横森･桜･桜ガ丘･桜台･
大平台･上北手･山手台･南ケ丘

対象
地区

健診
日

１歳６か月児健診▶３月５日(木)
３歳児健診▶３月13日(金)

土崎･港北･将軍野･飯島･金足･
上新城･下新城

１歳６か月児健診▶３月６日(金)
３歳児健診▶３月18日(水)

対象
地区

健診
日

牛島･卸町･大住･仁井田･御野場･
四ツ小屋･御所野･茨島･新屋･
勝平･豊岩･浜田･下浜･向浜

１歳６か月児健診▶３月10日(火)
３歳児健診▶３月19日(木)

対象
地区

健診
日

１歳６か月児･３歳児健診の
対象地区ごとの健診日

フラワーアレンジメント

ママのリフレッシュタイム

ベビーマッサージ

おもちゃワークショップ

→

→
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秋田市工芸振興協議会の作家のみなさんが、春をイ
メージして制作した作品が集結します。出品予定は、
陶芸や漆芸、七宝、染織など。ぜひご覧ください！

★｢秋田市工芸デザイン講習会｣を開催します
２月22日(土)13:30〜15:00。作家さんのお話を

聞ける貴重な機会！ 聴講無料。直接会場へどうぞ。

問い合わせ 産業企画課☎(888)5725

■秋田市制130周年･千秋美術館開館30周年記念■

【日程とテーマ】時間u14:00〜14:30
２月８日(土)｢秋田の日本画-穂

� �

庵
� �

から豊四郎まで｣
29日(土)｢木村伊兵衛と秋田｣

ベ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

観覧料u一般310円 大学生210円 高校生以下無料

千秋美術館所蔵の
約120点を、前後期
で一部入れ替えて紹
介します。

会期

寺
崎
廣
業〈
千
紫
万
紅
(箜
篌

�

�

)〉
１
９
１
３
年

〈
後
期
展
示
〉

＊展示替えのため、２月16日(日)･17日(月)は休館します。

会場 アルヴェ１階きらめき広場

日時 ２月16日(日)10:00〜17:00

A
�

LO
�

HA
�

秋田

前
期

大森山動物園☎(828)5508

◆ギャラリートーク(学芸員による作品解説)
聴講無料ですが、観覧チケットが必要です。

秋
田
公
立
美
術
大
学
附
属
高
等
学
院
生
徒
作
品
展

明
日
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち

県
立
美
術
館
１
階
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
時

２
月
７
日
(金)
▼

11
日
(火)

観覧無料

２月11日(火)祝 10:00〜15:00

入園料u730円(高校生以下無料)

♥プレゼント企画｢ハートを探せ！｣
時間は10:00〜。動物の体の形や模様、園内の表示

などからハートの形を３つ探して解答用紙を提出した
かた先着100人に、チョコレートをさしあげます！
♥愛のお守り｢エミューの羽｣プレゼント

２本の羽が一対になっていることから、愛の証
���

とし
て珍重されているエミューの羽を、エミュー展示場で
行う｢どうぶつ解説(13:10〜)｣への参加者へプレゼン
トします(希望者多数の場合は抽選)。
♥まんまタイム、雌雄ペアの動物を解説

第７回

問い合わせ

　　

＊東日本大震災の復興支援のための｢チャリティ･フラワー募金｣に、500円以上募金されたかたへお花をプレゼント(数量限定)！

秋田日米協会☎(828)1161問い合わせ

祝

10
:00
〜
18
:00

会
場

秋田公立美術大学附属高等学院☎(828)4127問い合わせ

３年生の集大成である卒業制作と１･２年生が授業
で制作した作品を展示します。ぜひご覧ください。

(最
終
日
は
17
:00
ま
で
)

｢雪の動物園｣２月29日(土)までの土･日、祝日開催中！

〝愛情発見〟をテーマに、動物園で
楽しい時間を過ごしませんか。

千秋美術館☎(836)7860問い合わせ

２月15日(土)
まで開催中！

後
期

２月18日(火)
u３月８日(日)

10:00〜18:00

シ
ン
リ
ン
オ
オ
カ
ミ

会
期

会
場

新屋ガラス工房
(２月25日(火)は休館)

２月20日(木)

■

第
２
回
■

昨年開催の様子

10:00〜16:00

▼

３月１ 日(日)

観覧無料

リジナルグッズ作り

◆フラダンス、
ウクレレ演奏のステージ

◆ハワイ関連グッズや
食品の販売　

◆ハワイアンスタンプでオリジナルグッズ作り
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対象地区u西部地域のかた　日時u４月17日(金)から
来年３月までに12回、9:00〜12:00　
会場u西部市民サービスセンター 年会費u3,000円　
申し込みu２月28日(金)までに、電話で同大学の堀
井文子さんへ。☎(863)6600

◆４月開講です
◆対象はいずれも60歳以上のかた

で、③〜⑦は、さらにお住まいの
対象地区があります

◆①〜⑥についての問い合わせは、
中央市民サービスセンターへどう
ぞ。☎(888)5654

⑦秋田鈴杖大学

対象地区u保戸野地区とその近隣のかた　
日時u第３金曜、10:00〜11:30　会場u保戸野地区
コミュニティセンター 年会費u1,000円　
申し込みuはがきに、住所、氏名(ふりがな)、性別、
生年月日、電話番号を書いて２月29日(土)までに、
〒010-0911 保戸野すわ町11-24 熊澤良造さん 宛

⑥保戸野地区高齢者学級

対象地区u中通地区とその近隣のかた
日時u第２木曜、10:00〜11:30
会場u中通児童館　年会費u1,000円　
申し込みuはがきに、住所、氏名(ふりがな)、性別、
生年月日、電話番号を書いて２月29日(土)までに、
〒010-0001 中通四丁目１-52-203 大橋初代さん 宛

⑤中通地区高齢者学級

対象地区u川尻地区とその近隣のかた　
日時u第３水曜、10:00〜11:30　会場u川尻地区コ
ミュニティセンター 年会費u1,000円　
申し込みuはがきに、住所、氏名(ふりがな)、性別、
生年月日、電話番号を書いて２月29日(土)までに、
〒010-0946 川尻総社町３-６ 藤井賢子さん 宛　

④川尻地区高齢者学級

対象地区u泉地区とその近隣のかた　
日時u第２火曜、10:00〜11:30　会場u泉地区コミ
ュニティセンター 年会費u1,000円　
申し込みuはがきに、住所、氏名(ふりがな)、性別、
生年月日、電話番号を書いて２月29日(土)までに、
〒010-0916 泉中央四丁目23-８ 遠藤欽一さん 宛

③泉地区高齢者学級

日時u第２水曜、10:00〜11:30　会場u中央市民サ
ービスセンター(市役所内) 年会費u2,500円　
申し込みuはがきに、住所、氏名(ふりがな)、性別、
生年月日、電話番号を書いて２月29日(土)までに、
〒010-0815 泉馬場９-52 小野成之さん 宛

②秋田市中央高齢者大学

日時u第１･第３火曜、13:30〜15:00　
会場u中央市民サービスセンター(市役所内)
年会費u3,000円(入会金1,000円も必要です)
申し込みuはがきに、住所、氏名(ふりがな)、性別、
生年月日、電話番号を書いて２月29日(土)までに、
〒010-0041 広面字釣瓶町66-６ 高橋良策さん 宛

①秋田おもと高齢者大学

日時

市役所１階市民の座会場

    

バレンタインコンサート♥

文化振興課☎(888)5607問い合わせ

お昼休みのひとときに、素敵な音楽をお届

けします♪ 演奏は秋田マンドリン倶楽部。

曲目は｢365日の紙飛行機｣｢ザ･ピーナッツの

思い出から〜｣｢シャンソンメドレー｣など。

２月12日(水)12:30〜12:50

◆ハーバリウム(植物標本の飾り)作り　日時▶２
月13日(木)10:00〜12:00 会場･問▶雄和ふれ
あいプラザ☎(886)5071 材料費▶1,000円
持ち物▶はさみ、ピンセット、フェイスタオル

◆演歌･歌謡教室 日時▶２月14日(金)10:15〜
12:00 会場･問▶大森山老人と子どもの家
☎(828)1651 持ち物▶筆記用具

◆ADL体操(動きやすい服装でどうぞ)　日時▶２
月19日(水)10:15〜12:00 会場･問▶八橋老人
いこいの家☎(862)6025

いきいきサロン対
象
は
65
歳
以
上
の
か
た
／
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ



中止になりました
問▶市立病院☎(823)4171



延期となりました

中止となりました



｢海外のトピックでジェンダーを
考える｣をテーマにしたワークシ
ョップ。講師は櫻井 梢さん(グロ
ーバル教育スペクトラム主宰)。
希望者は、国際女性デーの象徴の
花｢ミモザ｣を使ったスワッグ(ミ
ニブーケ)作りも。日時u３月７日
(土)10:00〜12:40(スワッグ作り
は11:40〜) 会場u中央市民SC洋
室４(市役所３階)　スワッグ作り
の材料費u1,500円 先着u24人　
申込u生活総務課☎(888)5650
＊スワッグ作りのみの参加は不可。

秋田市地域おこし協力隊の重久
愛
���

さんが、｢幸福度をあげた生活
が人を呼ぶ｣と題し講演します。
土崎地区の事例発表も行います。
日時u２月20日(木)14:00〜15:30
会場u中央市民SC洋室４(市役所３
階) 先着u30人　申込u２月14日
(金)までに秋田市民憲章推進協議
会事務局☎(888)5653

パソコンを使わずに、資料をもと

にスクリーン画面で説明します。
①パソコン本体の仕組みや基本に
ついてと、②インターネットのウ
ェブ検索、便利な活用法、ネットの
安全などについて。
日時u①は２月19日(水)、②は２月
26日(水)。時間は14:00〜16:00　
会場u遊学舎会議棟(上北手)
定員u各40人　
問u南部市民SC別館☎(853)5735

対象uエクセル操作の初心者
日 時 u２ 月 25日 (火 )･26日 (水 )、
13:00〜16:00　会場u中央市民
SC洋室２･３(市役所３階)　受講
料u1,300円　定員(抽選)u10人　
申込u２月13日(木)まで生活総務課

☎(888)5650

心肺蘇生法、AEDの実技など。
■会場が土崎消防署　
上級救命講習。対象u中学生以上　
日時u２月22日(土)9:00〜18:00
先着u20人　申込u２月８日(土)か
ら土崎消防署☎(845)0285
■会場が南部市民SC
日時u２月29日(土)9:30〜12:30

先着u10人　申込u２月９日(日)か
ら秋田南消防署☎(839)9551
■会場が西部市民SC
対象u中学生以上　日時u３月７日
(土)9:15〜12:15 先着u10人　
申込u２月８日(土)から秋田消防署
新屋分署☎(828)3123

■地域生活支援研修会　
｢精神障がい者の〝働きたい〟を
支える支援｣がテーマです。
日時u２月26日(水)13:30〜16:00
会場uアルヴェ２階多目的ホール　
定員u100人　申込u２月19日(水)
までに指定相談支援事業所クロー
バー☎(846)5328
■ジュニアソフトテニス教室
対象u小学生(１･２年は保護者同伴)
日時u４月から毎週水曜、16:00〜
18:00　会場u八橋テニスコート　
年会費(保険料など)u10,000円
定員u30人　
申込u往復はがきに、住所、氏名
(保護者名も)、学年、電話番号を
書 い て 、３ 月 ７ 日 (土 )ま で 、〒
010-0802 外旭川字鳥谷場118-
10 秋田市ジュニア代表の泉さん

☎090-6220-2748

18＊市関連以外の掲載事業は、市が特に推奨するものではありません。参加内容は、主催者に事前によくご確認ください。
生じたトラブルに関して、市は責任を負いかねます。

みんなの掲示板①
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コ
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ナ
ー ２月14日(金)u18日(火) 10:00〜18:00

県立美術館１階県民ギャラリー
にぎわい交流館２階展示ホールほか

卒業･修了展2020
ブルーオーシャン･ビュー

会場

｢ブルーオーシャン｣とは未開の地とい

う意味。新しい芸術の創造に挑戦してき

た学生たちのこれからの展望を見据え、

会場を展望の地と捉え、サブタイトルを

｢ブルーオーシャン･ビュー｣としました。

入場無料

国際女性デーをご存知ですか？

パソコンを使わないIT講習会

パソコン講座(エクセル初級)

救命講習会

アトリオン２階美術展示ホール
第１･２展示室

大学院
修了研究展

会場

大学院複合芸術研究科の院生が築き上

げてきた成果を、ぜひご覧ください。

NPO法人アーツセンターあきた☎(888)8137

２月21日(金)u24日(月)、10:00〜18:00(最終日は17:00まで)日時

秋田公立美術大学サテライトセンター(フォンテAKITA６階)会場

問

美大学生の作品
展示･販売会

(初日は13:00から、最終日は17:00まで)

秋田公立美術大学 秋田公立美術大学

２月14日(金)u18日(火) 10:00〜19:00

(初日は13:00から、最終日は16:00まで)

15日(土)･16日(日)、にぎわい交流館
３階多目的ホールでイベント開催！
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】
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ポスター

ポ
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タ
ー2020入場無料

＊16日(日)は休館日。

[ ]

秋田市民憲章研修会





会場は①が重松の家(上新城)、②
③がさとぴあ(上新城)。申し込み
は、２月10日(月)10:00から、各
講座開催日の１週間前までにさと
ぴあへ。☎(893)3412
①雪の下キャベツ収穫と味噌つけ
タンポ作り体験　お土産にキャベ
ツ１人３個程度あり。日時u２月
22日 (土 )･23日 (日 )、10:00〜
12:00　参加費u1,000円(小学生
以下500円)　定員u20人
②歴史懇話会･新城川流域をめぐ
る歩み 縄文時代から、新城川と
ともに生きた人々について。
日時u２月23日(日)13:00〜15:00
定員u20人
③親子クッキング！ りんご寒天と
いちご大福作り　対象u小学生以上
の親子 日時u２月29日(土)13:00
〜15:00　参加費u1,000円(小･中
学生300円)　定員u16人

板状のプラスチックに絵付けして
熱し、ブローチやピアスなどのア
クセサリーを２個作ります。
日時u２月18日(火)9:30〜11:30　
会場u南部市民SC別館(牛島）
材料費u500円　先着u10人　
申込u２月10日(月)9:00から南部
市民SC別館☎(853)5735

星形･丸形の皿に模様を彫りま
す。彫りたいイラスト(星形６㌢×

６㌢、丸形９㌢×９㌢)があるかた
は、お持ちください。対象u小学４
年生以上(大人もどうぞ)　日時u２

月29日 (土 )。星 形 …①10:30〜
11:30と②14:30〜15:30、丸形
…13:00〜14:00 会場u自然科
学学習館(アルヴェ４階）先着u各
12人　申込u２月18日(火)16:00
から自然科学学習館☎(887)5330

スノーシューを履いて散策し、動
物の足跡などを探すほか、木の実
などを使ったクラフト作りも。
対象u小学生以上(小学生は保護者
同伴)　日時u２月29日(土)9:45〜
12:45　会場uプラザクリプトン
(河辺)　先着u30人　
申込u２月12日(水)9:00から環境
総務課☎(888)5705

リサイクル瓶を電気炉で変化させ
て、花瓶や小物入れを作ります。
日時u３月５日(木)9:30〜11:30
会場u雄和市民SC 先着u８人　
申込u２月10日(月)9:00から雄和
市民SC☎(886)5540

｢直売所などで販売できる加工品｣
をテーマに、市内産枝豆を使った
まんじゅう作りを学びます。対象
u６次産業化に関心のあるかた　
日時u２月20日(木)13:30〜16:00
会場u園芸振興センター(仁井田)　
材料費u500円　先着u12人　
申込u２月10日(月)10:00から産
業企画課☎(888)5725

２月はヤリイカとカレイ、３月は
サクラマスの予定。対象u18歳以
上(お子さん連れは不可)　日時u２
月26日(水)、３月17日(火)、10:00
〜13:00　会場u卸売市場(外旭
川)　材料費などu各1,000円　

定員(抽選)u18人　申込uはがきに
講座名、希望日(両日可)、住所、氏
名、年齢、電話番号を書いて、２
月13日(木)まで、〒010-0802外
旭川字待合28あきた市場マネジ
メント☎(869)5294

39歳までのかたを優先します。
一人暮らしを始めるかたや、改め
て基本を学びたいかたのために。
日時u２月29日(土)14:30〜17:30
会場u中央市民SC調理室(市役所３
階)　材料費u1,000円　先着u16
人　申込u２月10日(月)12:00か
ら生涯学習室☎(888)5810

清酒｢髙清水｣の本社蔵で、
伝統的な酒造りの工程を学
びながら、きき酒に挑戦！
対象u東部地域に住む20歳以上の
かた　日時u２月20日(木)13:15
〜15:30。東部市民SCか秋田駅
東口５番バス乗り場に集合しバス
で移動します 会場u秋田酒類製
造(川元)　先着u30人　申込u２月
12日(水)9:00から東部市民SCに
電話か窓口で。☎(853)1389

講師は秋田公立美術大学の熊谷
晃准教授。漆の基礎知識や漆工芸
品鑑賞のポイントを解説します。
併せて、漆工芸の資料や作品を展
示します。対象u中学生以上 日
時u２月29日(土)。講座は14:00
〜15:30、展示は13:00〜17:00
と３月１日(日)10:00〜16:00
会場uほくとライブラリー土崎図
書館　定員u50人(参加者のうち
30人に特製記念品を進呈します)　
申込u２月11日(火)10:00から同
図書館☎(845)0572

広報あきた　2020年２月７日号

■文中｢SC｣はサービスセンターの略。

情報チャンネルa

表紙の
はなし

u料金の記載がないものは無料です u申込方法がないものは直接会場へ
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講　座

プラバンでアクセサリー作り

｢ウォ〜｣という雄叫びとホラ貝の音を響かせながら町内を練り歩いたやまはげたち。
｢ちゃんと言うごど聞げよ！｣という呼びかけに、おびえながらも｢はいっ！｣と返事をする
子どもたちの頭をやさしくなでていました。この一年、福の神の恵みがありそうですね！

ガラスアート教室

環境教室｢雪の森探検とクラフト作り｣

ガラスボトルクラフト教室

オリジナルまんじゅうで６次化！

お魚屋さんのさばき方教室

はじめての料理 お弁当づくり

さとぴあで学ぼう！

日本酒を学ぶ！

麗
���

しの漆
���

〜漆の魅力を語る〜
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先陣を競い、激しくもみあいながら梵天を
奉納する勇ましさが特徴です

子どもから大人まで、火のついたわらの束を豪快に回します。
オレンジの炎の軌跡があちらこちらに浮かび上がりました
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